
DB

ノ

シンポジウム「斎宮跡と久留倍官衝遺跡｣､《壬申の乱と斎宮》

初期斎宮の解明

1．壬申の乱と斎宮

天武元(672)年

6月24日

6月25日

6月26日

l■

斎宮歴史博物館

大川勝宏

壬申の乱の勃発

大海人(おおあま)皇子が吉野から皇后･草壁皇子らを伴い脱出。

隠(なばり)の駅家（うまや）を焼く。

大海人皇子の笠竹(ぜいちく）の占い。

伊賀の駅家を焼く。

積殖(つむえ：柘植の付近)の山口で高市(たけち)皇子と合流。

伊勢国司らが大海人軍を迎える｡

三重郡家に到着6

朝、朝明郡の迩太川(とほがわ)のほとりで天照大神を遥拝。
､

大津皇子と合流。 朝明郡家（ぐうけ）を経て桑名郡に泊。

6月27日大海人が不破の郡家に入る。野上に行宮(あんぐう)を設ける。

6月29日大海人は和箪(わぎみ:関ヶ原付近)で高市皇子に全軍の指揮

を任せる。

7月2日大海人軍を大和と近江の二方面に分けて進軍させる。

犬上川の戦い。

・．7月3日大伴吹負(ふけい)を奈良山に駐屯させる｡

7月4日奈良山の戦い。‘

7月7日荊萩野(たらの:伊賀市域か)の戦い｡

7月13日息長(おきなが)の横河(米原付近か)の戦い6

7月22日瀬田橋の戦いで近江朝廷軍が大敗。

7月23日近江朝廷側の大友皇子(弘文天皇)が自決。

2月27日飛鳥浄御原宮(きよみはらぐう)で天武天皇即位｡

大来（おおく）皇女の伊勢派遣

天武天皇二(673)年4月14日大来皇女が泊瀬斎宮に入る

天武天皇三(674)年10月：9日大来皇女が伊勢に向う

2.斎宮を貫く古代『伊勢道」

・史跡を西北西～東南東に貫通する古代の官道が史跡内各所で見つかって

いる。

・遺構は道路側溝のみ。部分的に深く掘ってあり、雨水を浸透させようと

“いう工夫がみられる。

‘・側溝の心々で幅約8.9mある。奈良時代初めの基準尺で25大尺(1大尺
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